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地域を含むアルタイ造山帯はデボン紀初期~石炭紀初期に Tsee!:地塊と Baaran地塊の衝突が起こり、 i回目
の変成作用と広域的な酸性岩の火成活動が起こった。石炭紀後期~ペルム紀はさらに Baitag地塊との衝突
がおこり、 2回目の角肉岩相変成作用がもたらされた。以上のような主に 2屈の衝突イベントにより、当該
地域の変成岩類は形成されたと考えられる。
審査の結果の要旨
本研究は、モンゴル西部のアルタイ造山帯の地質調査、岩石記載、鉱物化学分析、流体包有物分析、年代
分析の結果をもとに、当該地域の変成史を解明したものである。調査地域は世界最大規模の造山帯の深部が
露出している興味深い地域であるにもかかわらず、いままで詳縮な研究が行われていなし」著者は特に泥質
片岩と角閃岩に注目して約 100枚の岩石薄片を作成し、丹念な記載をもとに岩石の温度圧力履歴の解析を
行った。その結果、モンゴル西部のアルタイ造山帯は 640-6900C、6.3-10.7kbarの変成作用を受け、その後徐々
に冷却するような温度庄力経路を持つことを初めて明らかにした。これは大陸や島弧の箆突地域において特
徴的なものである。また、モナザイトの化学分析結果をもとにこの変成作用の年代を 378-373Maおよび
291-288 Maとし、ユーラシア大陸の集積にともなって 2回の変成作用が起こったことを指摘した。今後は
この2屈の熱イベントをもたらしたテクトニクスについて解明していく必要があるだろう。
平成25年 1月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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